平成25年第３回奥多摩町議会定例会連合審査会会議録
１　平成25年９月11日午前10時00分、第３回奥多摩町議会定例会連合審査会が奥多摩町議会議場に招集された。

２　出席議員は次のとおりである。

　　　　第１番　石田　芳英君　　第２番　宮野　　亨君　　第３番　高橋　邦男君

　　　　第４番　原島　幸次君　　第５番　杉村　良一君　　第６番　村木　征一君

　　　　第７番　師岡　伸公君　　第８番　酒井　正利君　　第９番　須崎　　眞君

　　　　第10番　竹内　和男君　　第11番　清水　典子君　　第12番　前田　悦男君

３　欠席議員は次のとおりである。

　　　　な　し

４　会議事件は次のとおりである。

　　　　別紙本日の『議事日程表』のとおり

５　職務のため出席した者は次のとおりである。

　　　　議会事務局長　原島　　肇君　　議会係長　浅見　隆久君

６　地方自治法第121条の規定による出席説明員は、次のとおりである。

　　　　町長　河村　文夫君　　副町長　加藤　一美君

　　　　教育長　栃元　　誠君　　企画財政課長　若菜　伸一君

　　　　企画財政課主幹　天野　成浩君　　総務課長　井上　永一君

　　　　住民課長　宮田　昭治君　　福祉保健課長　清水　信行君

　　　　観光産業課長　原島　滋隆君　　地域整備課長　川村　文雄君

　　　　教育課長　守屋　吉彦君　　会計管理者　清水　　明君

　　　　病院事務長　河村　光春君

平成25年第３回奥多摩町議会定例会

連　合　審　査　会　議　事　日　程

平成25年９月11日（水）

午前10時00分開会・開議

	日程
	議案番号
	議　　　案　　　名
	結　　果

	１
	――
	議長開会・開議宣告
	――

	２
	――
	会期の決定について
	決　　定

	３
	議案第65号
	平成25年度奥多摩町一般会計補正予算（第１号）
	可決すべきもの

	４
	議案第66号
	平成25年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第１号）
	可決すべきもの

	５
	議案第67号
	平成25年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第１号）
	可決すべきもの

	６
	議案第68号
	平成25年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
	可決すべきもの

	７
	議案第69号
	平成25年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
	可決すべきもの

	８
	議案第70号
	平成25年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算
（第１号）
	可決すべきもの

	９
	議案第71号
	平成25年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第１号）
	可決すべきもの


（閉会　午前11時59分）

午前10時00分　開会・開議
○議長（清水　典子君）　皆さん、おはようございます。これより本日の連合審査会を開会、開議します。

　本日の出席委員は11名です。直ちに会議を開きます。

　初めに、日程第２　会期の決定について、を議題とします。

　お諮りします。本審査会の会期については本日１日限りとしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、本審査会の会期は本日１日限りと決定しました。

本日の連合審査会は、お手元に配付してある日程表のとおり、９月10日の本会議第１日に付託された日程第３　議案第65号　平成25年度奥多摩町一般会計補正予算（第１号）及び日程第４　議案第66号　平成25年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第１号）、日程第５　議案第67号　平成25年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第１号）、日程第６　議案第68号　平成25年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）、日程第７　議案第69号　平成25年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）、日程第８　議案第70号　平成25年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算（第１号）、日程第９　議案第71号　平成25年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第１号）、以上７件について常任委員会合同で審査を行います。

　審査を行う前に各課長にお願いします。説明は、自席に着席したままで簡潔に行っていただくようお願いします。

　初めに、議案第65号について、各課長から順次所管の説明を求めます。企画財政課長。
○企画財政課長（若菜　伸一君）　それでは、一般会計補正予算書７ページをお開きください。歳入でございます。
　款08地方特例交付金は10万5,000円の減、次の款09地方交付税は２億3,555万8,000円の増で、いずれも交付決定通知によるものです。
○教育課長（守屋　吉彦君）　次に、教育費国庫補助金でございますが、１万6,000円の追加となります。中学校の理科教育設備費等補助金の増を見込むものでございます。

○福祉保健課長（清水　信行君）　款14都支出金でございます。民生費都負担金、社会福祉費負担金79万5,000円の増は、地域自殺対策緊急強化基金事業負担金で、地域自殺対策緊急強化基金を活用して平成22年から10分の10の補助率で実施している自殺対策の緊急事業について、今年度でこの基金が終了することから、新たに保健師活動に利用している健康管理システムに自殺リスクが高い方等を登録するシステム改修費及び町内の全世帯へのアンケート調査を実施するための費用等を見込んだものでございます。

○企画財政課長（若菜　伸一君）　次の総務費都補助金では、電源立地地域対策交付金120万円の減は、交付決定によるもの。次の多摩の魅力発信事業補助金200万円の増は、今年、多摩地区が東京都へ移管120周年を迎えること、また、スポーツ祭東京2013が開催されますことから、多摩の魅力を発信する取り組みとして展開するため、各市町村が行う多摩の魅力発信プロジェクト事業に対して、１団体200万円を限度に、補助率２分の１で交付されるものでございます。町では、奥多摩ふれあいまつり事業へ充当を予定しております。
○地域整備課長（川村　文雄君）　次の目04農林水産業費都補助金600万6,000円の増額につきましては、林業費補助金で、次の８ページにかけまして説明欄記載のとおり、事業の見直し及び額の決定によるもので、林道開設事業で544万6,000円、林業改良事業で56万をそれぞれ増額を見込むものでございます。

○観光産業課長（原島　滋隆君）　次の、商工費都補助金でございますが、62万3,000円の増額については、説明にございます観光案内看板設置費の増額と、鳩の巣登山口観光トイレ建設工事の減額、いずれも交付決定によるものでございます。

○地域整備課長（川村　文雄君）　次の、目06土木費都補助金1,155万5,000円の減額につきましては、道路橋梁費補助金額の額の確定によるものでございます。

○教育課長（守屋　吉彦君）　次に、教育費都補助金でございますが、12万8,000円の追加となります。教育総務費補助金として、私立幼稚園に入園する幼児数の増に伴い、私立幼稚園等園児保護者負担軽減事業費補助金の増額を見込むものでございます。

　次に、教育費委託金でございますが、109万9,000円の追加となります。教育総務費委託金として、言語能力向上推進事業委託金を59万9,000円、スポーツ教育推進校事業委託金50万円をそれぞれ増額計上するもので、東京都で実施する取り組みへ町内の小中学校が新たに指定されたことによる委託金の増でございます。

○企画財政課長（若菜　伸一君）　次に、款15財産収入では、財産貸付収入、貸地料211万円の増及び、次の貸家料22万7,000円の増は、新たに寄附をいただいた土地・建物の継続貸付収入及び旧小河内小学校、中学校体育館の貸家料の増、また、古里歯科診療所貸家料の減を見込むものでございます。

　次の物品貸付料60万6,000円の減は、古里歯科診療所医療機器貸付料の減でございます。

　９ページをお開きください。

　款17繰入金、特別会計繰入金では、介護保険特別会計繰入金474万円の増、次の後期高齢者医療特別会計繰入金550万円の増は、いずれも額の確定によるものです。

　次の基金繰入金では、財政調整基金繰入金2,400万円の減、公共施設整備基金繰入金１億7,000万円の減は、いずれも本年度取り崩し分の戻し入れを行うもので、財源調整によるものです。

　次の款18繰越金7,756万1,000円の増は、前年度繰越金の額の確定によるものです。

　次の款19諸収入、実費徴収金107万5,000円の増は、住民を対象に実施しております森林セラピー健康づくり事業の参加者から、お一人当たり500円を実費としていただくことにより見込むもの。また、特別会計等郵送料100万円及び、次の過年度収入の442万4,000円の増は、いずれも一括して一般会計で立てかえ払いをしていた郵券代につきまして、各特別会計からの収入を見込むものでございます。
　10ページをごらんください。

　次の款20町債では、臨時財政対策債302万2,000円の増は、額の決定通知によるものです。
　以上で歳入の説明を終わります。

○総務課長（井上　永一君）　補正予算書11ページからは、歳出に入りますが、その前に人件費について総括的に説明をさせていただきます。

　補正予算書の36ページ、給与費明細書をごらんください。

　36ページは、特別職の給与費明細書でございます。下段の比較の欄をごらんください。

　職員数の１名減、給与費のうち報酬の９万9,000円の減額は、いずれも１歳６カ月児健康診査歯科医師の報酬を委託料に組み替えたことによるものでございます。

　共済費のうち、長等の11万5,000円の増額は、負担率に基づき精査したもの、議員の238万円の減額は、議員共済負担金の額の確定によるもので、共済費は226万5,000円の減額となり、合計で236万4,000円の減額となります。

　37ページをごらんください。一般職でございます。

　上から３行目、比較の欄ですが、職員数は変更がございません。給与費の給料は449万円の減額、職員手当は142万8,000円の増額、１つ飛ばしまして、共済費は213万9,000円の増額、合計で92万8,000円の減額となります。給料、職員手当、共済費につきましては、一般職の年間所要額を調整したものでございます。
　その下段の表につきましては、職員手当の内訳となりますが、説明を省略させていただきます。

　以上で、給与費明細書の説明を終わります。

　11ページにお戻りください。歳出に入ります。
○議会事務局長（原島　　肇君）　款01議会費になります。議会費は、170万2,000円を減額し、9,603万4,000円とするものです。
　初めに、議会事務局費は45万8,000円の増となりますが、人件費の調整でございます。

　続いて、議会運営費は216万円の減額補正となります。共済費は議員共済負担金の確定により238万円の減、旅費は議員費用弁償等増により16万円の増、備品購入費は議場の国旗・町旗掲揚竿の購入のため、６万円の増を見込むものです。

　以上で、議会費の説明を終わります。

○総務課長（井上　永一君）　次に、款２総務費でございます。
　まず、項１総務管理費でございますが、一般管理費は1,966万2,000円の増額となります。
　次の12ページの共済費まで、人件費によるものですが、当初予算編成時は一般管理費以外の各科目での人件費の計上は、予算編成時点での職員配置で職員給与費を計上し、新規採用予定職員の人件費は主に一般職で計上しておりました。４月の人事異動により職員配置が決定したことから、それぞれの科目の給与費を見直し、相対的に一般管理費の人件費が増加したものでございます。

　次の職員福利厚生費8,000円の増額は、互助組合交付金１名分の増額によるものです。
　次の庁舎管理費11万3,000円の増額は、工事請負費で議場旗立設置工事として、議長席の後方へ国旗・町旗を掲揚するための旗立器を設置するものでございます。
　次の文書管理費は、財源組み替えでございます。

○企画財政課長（若菜　伸一君）　次の財政管理費277万8,000円の増は、償還金・利子及び割引料で、西秋川衛生組合、新炉建設に係る過年度震災復興特別交付税の超過交付分の返還金を見込むものです。

　次の財産管理費134万3,000円の増は賃金で、55万1,000円の増は旧小河内小中学校校舎の片づけのためのもの。

　次の需用費の修繕費46万2,000円の増は、シルバーワークプラザ建具修繕と、旧小河内中学校体育館の雨漏りによる内壁修繕のほか、町有建物、備品の修繕を見込むもので、13ページをお開きいただき、次の役務費30万円の増は、旧小河内小・中学校廃棄物処分費を見込むもので、次の委託料３万円の増は、旧日原小学校建物の消防設備点検委託料を見込むものでございます。
○総務課長（井上　永一君）　次に、電子計算費、電子計算開発費の50万6,000円の増額は、委託料で事務分掌の移行による端末機能の追加セットアップ委託料ほか、法改正等による周辺機器の更新委託料でございます。

○企画財政課長（若菜　伸一君）　次の地域振興費のコミュニティ施設管理費200万円の増は、負担金・補助及び交付金で、生活館の修繕について、自治会からの要望に添って新たに境生活館、氷川コミュニティセンター、奥生活館の３施設に対する補助金を見込むものです。

　次のコミュニティ施設整備事業費1,583万5,000円の増は、委託費で棚沢コミュニティセンター敷地の境界確定のための測量費、次の工事請負費で、白丸生活館基礎工事及び棚沢コミュニティセンター施設の補修工事費を見込むものです。

　次の基金運用費では、財政調整基金費4,500万円の増は、財源調整に伴う基金の積立金の増でございます。

○総務課長（井上　永一君）　14ページをごらんください。

　車両費の車両管理費50万4,000円の増額は、需用費の消耗品として、庁用車両７台分のスタッドレスタイヤ等の購入費用でございます。

○住民課長（宮田　昭治君）　次の諸費、町税過年度還付金40万円の増につきましては、事業所の廃止によります還付がありました関係での還付でございます。
　次の総務費の税務総務費の434万6,000円の増につきましては、職員給与及び諸手当の調整によるものでございます。

　次の下段の賦課徴収費につきましては、次の15ページになりますが、567万2,000円の増につきましては、需用費で28万6,000円、印刷製本費で督促の封筒3,000枚、催促封筒2,000枚を印刷する見込みでございます。

　次の委託料358万5,000円は不動産鑑定評価業務委託料で、平成26年度の固定資産税の評価替えに伴う不動産鑑定を予定するものでございます。
　次の使用料及び賃借料４万円につきましては、レッカー車借上料として、税金等の滞納者を減らす対策として車両を移動する経費を見込むもので、次の工事請負費176万1,000円につきましては車庫設置工事で、２台分の滞納する車両を保管する車庫設置工事を見込むものでございます。

　次の総務費の戸籍住民基本台帳費538万2,000円の減につきましては、職員の給与及び手当等の調整となります。

○総務課長（井上　永一君）　次に項４選挙費です。選挙管理委員会費の70万円の増額につきましては、人件費でございます。

○福祉保健課長（清水　信行君）　16ページをごらんください。款03民生費でございます。
　社会福祉総務費では、職員の退職に伴う人件費について所要額を調整するもので、次の社会福祉委員費では、奥多摩町の住宅地図を購入し、民生児童委員の皆様にお配りし、日ごろの民生委員活動に利用していただくために需用費を増額するもので、次の国民健康保険事業費では、職員の人事異動に伴い人件費の調整をするものでございます。
　次の老人福祉費、高齢者福祉地域支援事業費では、紙おむつ支給事業の対象者の方でひとり暮らしの高齢者等で受けとりに来られない方に、自宅まで宅配便により配送するため増額するものです。

　17ページをお開き願います。

　介護保険事業費ですが、人件費につきましては人事異動に伴い保健衛生総務費への組み替えによる減額で、次の繰出金につきましては、介護給付費及び地域支援事業費について、平成24年度の給付費の確定により包括的支援事業２事業分の過年度分について、12万9,000円を特別会計に追加交付するための増額と、介護保険料納付書印刷費の増加に伴う事務費繰出金の増によりまして、合わせて16万円を増額するものです。
　次の心身障害者福祉費では、自殺対策事業費で、歳入でもご説明いたしましたが、メンタルヘルスのアンケートの印刷製本費及びそのアンケート用紙を全世帯に郵送するための役務費、健康管理システムの改修委託料について、88万7,000円を増額するものです。

　18ページをごらんください。

　児童福祉総務費では、職員人件費について職員手当を増額するほか、少子化対策事業費では、この４月から実施している少子化対策、定住化対策、緊急３カ年事業において、若者の出会いの場を創出する事業として、交流事業やイベントを開催するための費用として100万円を増額するもの。

　次の子ども家庭支援センター事業費では、人事異動に伴う人件費について所要額を調整するものです。

○住民課長（宮田　昭治君）　次の民生費、国民年金総務費の82万9,000円の減につきましては、次の19ページの上段にございます給料及び職員の調整手当になるものでございます。

○福祉保健課長（清水　信行君）　款04衛生費です。保健衛生総務費では、人件費について、人事異動に伴い介護保険事業費からの予算組み替えにより増額するもので、次の予防費では、健康づくり推進事業費で森林セラピー健康づくり事業に参加された方からの実費徴収７万5,000円を歳入で見込んだことから、その金額について財源組み替えをするもので、次の感染症予防対策事業費では、緊急風しん予防接種委託料として、成人女性及び妊婦の夫等に対する接種委託料として23万4,000円を、２歳から18歳までの子どもに対する接種委託料として18万7,000円を、合わせて42万1,000円を増額するものです。
　20ページをごらんください。

　健康増進法保健事業費では、40歳以上の国民健康保険被保険者を対象とした特定健康診査の検査項目に、新たに腎機能の検査のため、クレアチニンと尿酸検査を追加したことから22万円を増額するもので、次の女性特有のがん検診推進事業費では、平成24年度の国庫負担金について、事業終了による超過交付分３万6,000円を返還するため、増額するものです。

　次の母子保健事業費では、１歳６カ月児健康診査事業、３・４カ月児健康診査・産婦健康診査事業費及び乳幼児歯科相談・歯科検診事業費において、いずれも当初予算で報酬及び報償費で計上しておりました医師・歯科医師に対する費用について、委託契約に基づく委託料として計上し直すものです。

○住民課長（宮田　昭治君）　21ページをお開きください。
　衛生費、環境衛生費、環境衛生総務費の136万2,000円の減につきましては、職員給与及び職員の手当の調整によるもので、次の生活排水対策事業費73万5,000円の増につきましては、説明欄にございます委託料で、雑排水路直接浄化施設撤去設計委託でございます。これにつきましては、小丹波１カ所、長畑１カ所の計２カ所の下水道供用開始に伴います撤去の設計を予定するもので、現在小丹波の１カ所については停止をしている状況でございます。

　次の衛生費の清掃総務費619万6,000円の減につきましては、職員の給料の調整によるもので、次の塵芥処理費のごみ処理事業費1,233万9,000円の増につきましては、賃金で172万8,000円の増で、これはクリーンセンターのごみ処理作業賃金を見込むもので、次の役務費の21万2,000円につきましては、新規登録諸費用と自動車損害共済保険料の増、パッカー車の自賠責保険料の増をそれぞれ見込むもので、次の委託料の324万4,000円につきましては、ごみ質等分析業務委託料増と循環型社会形成推進地域計画等策定業務委託料で321万3,000円を見込むもので、平成26年４月以降の町のごみ処理計画等を策定するものでございます。
　次の備品購入費713万5,000円につきましては、パッカー車の増を見込むもので、可燃ごみの西秋川衛生組合への運搬に使用するもので、事業系の可燃ごみを運搬するものが主なものでございます。

　次の公課費の２万円につきましては、パッカー車の重量税を見込むもので、次のし尿処理費３万7,000円の増につきましては、需用費で印刷製本費を３万7,000円見込むもので、浄化槽清掃届出書の印刷を見込むものでございます。

○観光産業課長（原島　滋隆君）　次の款06農林水産費ですが、農業委員会費の319万1,000円の減額につきましては、人事異動による人件費の減によるものでございます。
　次の23ページをお願いいたします。

　農業振興総務費の146万8,000円の増額につきましては、治助芋の収穫が好調のため、消耗品では治助芋、種芋保管用コンテナ購入によります３万9,000円の増額を、修繕費につきましてはアースガーデン配管老朽化に伴う12万6,000円の増額を、工事費では治助芋の種芋貯蔵庫を新たに整備するための設置工事費125万3,000円の増を、原材料費では追加で100キログラムの種芋を購入するための増額、５万円をそれぞれ見込むものでございます。

　次の町農林業等振興事業費３万7,000円の増額につきましては、農林業後継者育成活動補助金の減額と町農林業等振興事業費の増額で、いずれも事業費を見込むものでございます。

○地域整備課長（川村　文雄君）　次の林業総務費２万円の減額につきましては、給料、職員手当等の見直しによるものでございます。

　次の24ページをお願いいたします。

　林道治山費327万1,000円の増額につきましては、林道維持管理費、工事請負費で、林道維持補修工事200万円の増額、次の都補助林道開設事業費で314万5,000円の増額になります。内訳につきましては、需用費で消耗品60万5,000円の減、工事請負費で説明欄記載の名坂線に伴う400万円の増、補償・補填及び賠償金で立木補償費減によるものでございます。

　次の都補助林道改良事業費187万4,000円の減額につきましては、需用費で消耗品12万6,000円の増、工事請負費で説明欄記載の路線の額の確定による200万円の減額によるものでございます。

○観光産業課長（原島　滋隆君）　次の農林水産費、農林水産業費、水産業総務費３万円の増額につきましては、普通旅費の増額を見込むものです。

○企画財政課長（若菜　伸一君）　次に、款07商工費、商工総務費320万円の増額につきましては、若者住宅資金利子補給等で、負担金・補助金及び交付金によります若者定住応援補助金の増額を見込むものでございます。
○観光産業課長（原島　滋隆君）　次の観光総務費でございますが、95万6,000円の増額につきましては、人件費によるものでございます。

　次の町ふれあい広場事業につきましては、先ほど歳入でご説明いたしました、都補助金決定による財源組み替えでございます。

　次の26ページをお願いいたします。

　観光施設維持管理費の100万円の増額につきましては、川乗にございますバイオマストイレの蓄電池及びねねんぼうの老朽化に伴う修繕を行ったため、修繕費の残額が不足と、また、駅前トイレ外壁修繕を見込むため、増額を見込むものでございます。

　次の観光施設整備事業費244万6,000円の増額につきましては、鳩の巣登山口に建設します観光トイレが、建設費抑制が図れたための減と、観光案内看板を矢羽看板から歓迎灯の整備に変更するための増、白丸魚道トイレ排水設備等接続工事の増額を見込むものでございます。

○地域整備課長（川村　文雄君）　次に款08土木費、土木総務費68万6,000円の増額につきましては、人事異動に伴う給料、職員手当等で531万4,000円の減額、次の地籍調査事業費で境界確定測量委託料600万円の増額を見込むものでございます。

　次に、目01道路維持費353万9,000円につきましては、次の27ページをお願いいたします。需用費で修繕費131万9,000円の増、委託費で22万5,000円の増、備品購入費で除雪用ホイルローダー購入費199万5,000円増をそれぞれ見込むものでございます。

　次に道路新設改良費398万3,000円につきましては、都補助道路新設改良事業費委託料で、説明欄記載のとおり、２路線の委託料200万円の増額。次の町単独道路新設改良事業費198万3,000円につきましては、公有財産購入費で、説明欄記載の用地買収費を見込むものでございます。次の補償・補填及び賠償金につきましては、花木などの物件補償10万5,000円を見込むものでございます。

　次の橋梁新設改良費、町単独橋梁新設改良事業費につきましては、財源の組み替えによるものでございます。
　28ページをお願いいたします。

　河川改良費100万円の増額につきましては、河川改良工事を見込むものでございます。

　次に住宅管理費164万8,000円の増額につきましては、人事異動に伴います給料45万1,000円の減、職員手当等98万円の減、需用費で修繕費307万7,000円の増、使用料及び賃借料2,000円の増は、説明欄記載の共同アンテナ維持費を見込むものでございます。

　次に住宅建設費289万7,000円の増額につきましては、空家活用訪問調査委託料を見込むものでございます。

　次の29ページをお願いいたします。

○企画財政課長（若菜　伸一君）　公共下水道事業費、下水道事業特別会計繰出事業費203万8,000円の減額につきましては、一般会計から下水道特別会計への繰出金の減額によるものでございます。
○総務課長（井上　永一君）　次に、款09消防費です。

　非常備消防費の非常備消防総務費90万円の増額は、人件費でございます。

　次の消防施設費、消防施設維持管理費２万1,000円の増額は、需用費の消耗品費として、都防災用ファックスのトナー購入費でございます。

○教育課長（守屋　吉彦君）　次に款10教育費でございます。

　項１教育総務費の事務局費でございますが、122万8,000円の減額となりますが、人件費の調整によるものでございます。

　次に教育指導費でございますが、95万7,000円の増額となります。内訳でございますが、教育指導費の賃金では、児童・生徒介助員賃金、特別支援補助員賃金を実績に応じそれぞれ増減を見込むものと、氷川中学校へ中国から転入した生徒に対し、昨年度に引き続き補助員をつけたことにより、学習等補助員賃金を計上するものでございます。

　委託料、使用料の増減につきましては、古里中学校のコンピュータのリース契約を更新したことに伴い、これまで使用料の中に含まれていた機器の保守点検及び運用支援に係る業務を委託料に分けたことによるものでございます。

　備品購入費につきましては、知能検査ウィスクの新しいバージョンを購入する経費を計上するものでございます。また、負担金・補助及び交付金の110万1,000円の増額は、既に言語能力向上推進校として、東京都教育委員会から古里小学校及び氷川小・中学校の３校が指定されておりますが、新たに古里中学校についても指定されたことにより、補助金として60万円、スポーツ教育推進校についても、氷川小学校に続き古里小学校が新たに指定されたことで、50万1,000円の補助金の交付を行うことに伴う増額でございます。
　次に私立幼稚園等保護者負担軽減事業費の負担金・補助及び交付金18万9,000円の増額は、私立幼稚園に入園する幼児が、当初予算の１名見込みから３名の増えたことに伴う保護者への補助金の増を見込むものでございます。
　31ページをお願いいたします。次に、項２小学校費でございます。小学校管理費５万7,000円の増額、次の項３中学校管理費６万3,000円の増額につきましては、いずれも電話機のリース契約更新に伴う電話機使用料の増額によるものでございます。

　次の教育振興費につきましては、23万5,000円の増額となります。内訳でございますが、準要保護等児童就学援助事業費の扶助費７万9,000円、準要保護児童給食費補助事業費の扶助費15万6,000円の増額につきましては、いずれも実績によるものでございます。
　次の小学校建設事業費につきましては、535万円の増額となります。工事請負費で今年度予定しておりました工事関係の事業費が確定したことに伴う増減でございますが、特に古里小校舎外壁等改修工事につきましては、足場設置後に外壁の欠損、クラック等が多数発見されたこと、また、当初予定していなかった各教室のバルコニー部分についても欠損、クラック、浮きが全体面積の３分の１程度あったことなどによる、約500万円の増額計上でございます。

　32ページをお願いいたします。

　中学校教育振興費の備品購入費３万2,000円の増は、氷川中学校の理科教材備品購入費の増額でございます。
　項４給食費の給食管理費749万5,000円の増額につきましては、職員１名増に伴う人件費の所要額を見込むものでございます。

　次に項５社会教育費でございますが、123万6,000円の減額となります。内訳でございますが、社会教育総務費の141万2,000円の減額につきましては、人件費及び、次の33ページになりますが、報償費の減額と、寸庭陶芸窯熱センサー故障による修繕費の計上によるものでございます。このうち報償費の10万円の減額につきましては、ＰＴＡ連合会講演会講師謝礼を全額減額し、次の教育文化振興事業費の報償費、生涯学習講演会講師謝礼40万円の減額と合わせて、負担金・補助及び交付金に生涯学習講演会事業負担金として、予算組み替えで50万円を計上するものでございます。
　文化会館管理費の消耗品費７万6,000円の増額につきましては、使用期限が経過した消火器等の購入費を計上するものでございます。

　水と緑のふれあい館事業費75万3,000円の増額につきましては、人件費の調整によるものと、次の33ページの印刷製本費として、ふれあい館のリーフレット印刷にかかる経費を計上するものでございます。

　項６保健体育費でございます。社会体育施設維持管理費の18万4,000円の増額につきましては、奥多摩スポーツ・コミュニティ会館の排煙オペレーター設備の修繕費を計上するものでございます。

　次の総合運動場維持管理費239万9,000円の増額につきましては、芝生化に伴い散水設備としてスプリンクラーを設置いたしましたが、これに伴う水道料の増額として100万円、修繕費として駐車場の枠の書きかえ費等で19万9,000円を計上するものでございます。また、工事請負費として駐車場の入り口付近が陥没したことから、この補修工事費として120万円を計上するものでございます。

　教育費につきましては以上でございます。

○地域整備課長（川村　文雄君）　次の款11災害復旧費、林業施設災害復旧費、町単独林業施設災害復旧事業費で、工事請負費1,000万円の増額につきましては、西川線災害復旧工事を見込むものでございます。

○企画財政課長（若菜　伸一君）　次の款12公債費では、35ページをお開きいただきたいと思います。

　長期債元金償還費10万4,000円の増、長期債利子償還費39万9,000円の減は、いずれも利率の減に伴います額の確定によるものです。

　次の款14予備費19万6,000円の増は、予算調整によるものです。

　それでは、最後の38ページをお開きください。

　町債の現在高の見込みに関する調書でございます。表の左から、区分、前々年度末現在高、前年度末現在高、当該年度中増減見込額のうち、当該年度中起債見込額、当該年度中元金償還見込額、右端が当該年度末現在高見込額となっておりまして、最下段の合計欄をごらんいただきたいと思います。

　まず、左からそれぞれ28億4,510万4,000円、27億1,460万4,000円、１億7,502万2,000円、２億5,882万1,000円、26億3,080万5,000円となっております。

　以上で、奥多摩町一般会計補正予算（第１号）の説明を終わります。

○議長（清水　典子君）　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　異議なしと認めます。よって、午前11時から再開といたします。

午前10時44分　休憩

午前10時59分　再開

○議長（清水　典子君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　次に、議案第66号及び議案第67号についての説明を求めます。観光産業課長。

○観光産業課長（原島　滋隆君）　議案第66号　平成25年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第１号）につきましてご説明いたします。
　５ページをお開きください。

　歳入でございますが、平成24年度決算の確定に伴い、繰越金97万2,000円を増額するものです。
　次に、６ページをお願いいたします。歳出でございます。

　一般管理費の85万9,000円の増額につきましては、後ほど給与明細でご説明させていただきます。

　次の事業費ですが、需用費の消耗品68万7,000円の減額は、開設20周年記念事業費分とコピー機使用分をそれぞれ、委託費と使用料に組み替えたことによる減額で、役務費の１万2,000円は労働保険料の増額を、委託費49万4,000円の増額は、ただいまご説明いたしました開設20周年記念事業の組み替えを、使用料の25万2,000円の増額は、複写機の使用料の組み替えをそれぞれ見込むものでございます。

　７ページをお願いいたします。

　給与明細でございますが、上段表の一番下段の比較欄のとおり、85万9,000円の増額を、人事異動に伴う人件費として見込むものでございます。

　以上で、議案第66号の説明を終わらせていただきます。

　続きまして、議案第67号　平成25年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第１号）につきましてご説明をさせていただきます。

　５ページをお願いいたします。
　歳入でございますが、平成24年度決算の確定に伴い、繰越金185万1,000円増額するものです。

　次に６ページをお願いいたします。

　利用管理費につきましては、役務費の広告掲載料35万7,000円の増額は、電子媒体での広告の掲載を見込むもので、委託料の16万4,000円の増額はコンサートの委託料を見込むもの、使用料及び賃借料の47万4,000円の増額は冷蔵庫、食器洗浄機、原動機付自転車のリース料を見込むものと、イベント時の生活館使用料の増額を見込むものです。
　次の予備費の85万6,000円の増額につきましては、調整でございます。

　以上で、議案第67号の説明を終わらせていただきます。
○議長（清水　典子君）　以上で議案第66号及び議案第67号の説明は終わりました。

　次に、議案第68号から議案第70号までについての説明を求めます。福祉保健課長。

○福祉保健課長（清水　信行君）　初めに、議案第68号　平成25年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）についてご説明いたします。
　５ページをお開き願います。歳入でございます。

　款02国庫支出金、国庫負担金、療養給付費等負担金1,000円の減及び特定健康診査等負担金７万6,000円の増は、それぞれ平成24年度の会計の確定により、見込額の減と過年度分についての追加交付を見込んだものです。
　款03療養給付費交付金196万3,000円の増についても、確定により過年度分の退職被保険者療養給付費交付金の追加交付額を見込んだものです。
　款05都支出金、特定健康診査等負担金７万6,000円の増は、国庫支出金と同様に過年度分について追加交付額を見込んだものです。

　次の款09繰越金のその他繰越金は、平成24年度の会計の確定により5,418万円を追加し、6,418万円としたものです。

　６ページをごらんください。歳出でございます。

　款01総務費の一般管理費４万円の増は、職員出張旅費の増額です。

　款02保険給付費の一般被保険者療養給付費及び退職被保険者等療養給付費については、歳入でご説明したとおり、国庫支出金及び療養給付費交付金の確定に基づき充当財源を組み替えたもので、予算の増減はございません。

　次の款03後期高齢者支援金等、後期高齢者支援金970万6,000円の増は、今年度の見込額について、当初予算編成後に社会保険診療報酬支払基金から通知された額に基づき増額するものです。

　７ページをお開き願います。

　次の款06介護納付金238万1,000円の増は、これも社会保険診療報酬支払基金からの通知に伴い増額するもので、次の款07共同事業拠出金につきましては、高額医療費共同事業拠出金の前期の実績に基づき、年間の見込額を積算し、512万1,000円を増額するものです。
　次の款08保健事業費、特定健康診査等事業費は、財源組み替えで国及び都の過年度交付金の追加交付により、15万2,000円について一般財源から特定財源に組み替えたものです。

　款09基金積立金でございますが、会計の確定により前年度からの繰越金について、前年度と同様に歳出で所要の増額を行った余剰額を基金に積み増しし、保険給付費の急激な増加に対応するため1,999万7,000円を追加し、2,000万円とするものです。

　８ページをごらんください。

　款11諸支出金の償還金は、平成24年度の会計の確定に伴い、国都支出金及び療養給付費交付金の超過交付金交付分を返還する必要が生じたことから、所要の額を追加するものです。
以上で議案第68号の説明を終了いたします。

次に、議案第69号　平成25年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）についてご説明いたします。

５ページをお開き願います。歳入でございます。

款01保険料では、滞納繰越分普通徴収保険料につきまして、平成24年度の会計の確定により、現年度分の滞納額８万7,000円について増額するものです。
款03繰越金は、平成24年度の会計の確定に伴い807万5,000円を追加し、807万6,000円とするものです。

６ページをごらんください。歳出でございます。

款01総務費の一般管理費では、後期高齢者医療保険料の随時発行分の納付書印刷費として10万円を増額するもので、次の款04葬祭費では、加入被保険者の葬祭費として、10名分50万円を増額するものです。

次の款05諸支出金の保険料還付金117万2,000円の増は、被保険者の死亡等に伴い発生する保険料の過年度還付金を、実績により増額するものです。

一般会計繰出金550万円の増は、会計の確定によるものです。

７ページをお開き願います。

款06予備費は、財源調整のため89万円を追加し、129万円3,000円とするものです。

以上で、議案第69号の説明を終了いたします。

次に、議案第70号　平成25年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算（第１号）についてご説明いたします。

５ページをお開き願います。歳入でございます。

款01保険料は、滞納繰越分保険料について、滞納繰越額の確定により207万6,000円を増額するものです。
次の款03国庫支出金のうち、地域支援事業交付金、包括的支援事業・任意事業については、介護給付費の確定により、過年度分の国法定負担分について追加交付される見込みのため増額したもので、次の６ページ、款05都支出金、地域支援事業交付、包括的支援事業・任意事業12万9,000円の増も、国庫支出金等同様の理由で追加交付される見込みによるものです。

次の款07繰入金の地域支援事業繰入金、包括的支援事業・任意事業12万9,000円の増も同様の理由によるもので、その他一般会計繰入金３万3,000円の増は、保険料納付書の印刷に充てるため繰り入れるものです。

次の介護給付費準備基金繰入金250万円の増は、介護予防サービス等給付費の増額見込みにより、介護給付費準備基金から同額を取り崩して財源に充てるものです。

款10繰越金は、平成24年度の会計の確定により1,932万2,000円を追加し、1,932万6,000円とするものです。

７ページをお開き願います。歳出でございます。

款01総務費の一般管理費では、介護保険料納付書の印刷製本費３万3,000円の増のほか、地域包括支援センターシステムのデータを管理するサーバー機に故障が発生したための修繕費及び備品購入費において、機器に搭載されているバッテリーを交換するため、25万円を増額するものです。

款02保険給付費の介護予防サービス等諸費では、実績に基づき介護予防サービス給付費及び介護予防住宅改修費について、介護給付費準備基金から繰り入れた250万円を財源として増額するものです。
款04基金積立金959万3,000円の増は、滞納繰越分の保険料額の確定に伴う保険料相当額と、歳入でご説明した国と東京都からの地域支援事業交付金の追加交付分及び前年度からの繰越金を財源に、今後の事業運営のため、介護給付費準備基金として積み立てるための予算措置です。

８ページをごらんください。

款06諸支出金の第１号被保険者保険料還付金の30万円の増は、第１号被保険者の保険料について、死亡、転出等による資格喪失に伴い発生する過年度分の保険料還付金のための増額です。
次の償還金504万9,000円の増は、平成24年度の会計の確定に伴い、超過負担となっている国都支払基金負担金及び交付金について返還するための増額です。

一般会計繰出金は、同じく会計の確定に伴い、一般会計に返還するための増額です。

９ページをお開き願います。

款07予備費は、財源調整により197万円4,000円を追加し、251万3,000円とするものです。

これで、議案第70号の説明を終了いたします。

以上で、議案第68号、議案第69号及び議案第70号についての説明を終了いたします。

○議長（清水　典子君）　以上で、議案第68号から議案第70号までの説明は終わりました。
次に、議案第71号についての説明を求めます。地域整備課長。
○地域整備課長（川村　文雄君）　議案第71号　平成25年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げます。
６ページをお願いいたします。歳入予算になります。

款03国庫支出金、目01公共下水道事業補助金6,864万1,000円の減額につきましては、奥多摩処理区下水道事業補助対象工事の額の確定によるものでございます。
次に款04都支出金、目01公共下水道事業補助金92万1,000円の減額につきましては、奥多摩処理区下水道事業補助対象工事の額の確定によるものでございます。

次に款05繰入金、目01一般会計繰入金203万8,000円の減額につきましては、下水道事業繰入金、小河内処理区で１万7,000円の減額、奥多摩処理区で212万1,000円の減額、浄化槽市町村整備推進事業繰入金10万円の増額でございます。

次に款08町債、目01下水道債１億2,760万円につきましては、奥多摩処理区公共下水道整備事業の額の確定によるものでございます。

次に７ページをお願いいたします。歳出予算になります。

款01総務費、一般管理費18万円の減額につきましては、職員手当によるものでございます。

次の維持管理費の小河内処理区６万3,000円の増額につきましては、国の指導によります処理水の水質検査を追加で行うものでございます。

次に款02事業費、下水道事業費5,635万2,000円の増額につきましては、小河内処理区職員手当等で10万円の増額、奥多摩処理区工事請負費で5,625万2,000円の増額を見込むものでございます。

次に、浄化槽市町村整備推進事業費10万円の増額につきましては、職員手当等を見込むものでございます。

次の８ページをお願いいたします。

款04予備費でございますが、調整額でございます。

次に９ページをお願いいたします。

給与費明細書でございますが、補正予算前後の比較で、給与費欄の職員手当２万円の増となりますが、内訳につきましては下側の表をごらんください。

住宅手当18万円の減額、超過勤務手当20万円の増額、差し引き２万円となります。

次の10ページをお願いいたします。

詳細に関する調書でございますが、表の一番右側の欄、当該年度末現在高見込額でございますが、下水道整備事業債と浄化槽市町村整備推進事業債、合わせまして39億9,477万2,000円でございます。

以上で、平成25年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第１号）についての説明を終わります。
○議長（清水　典子君）　以上で議案第71号の説明は終わりました。

以上で全議案の説明も終わりました。
これより質疑に入ります。議案第65号については歳入歳出それぞれを一括して質疑を行い、議案第66号から議案第71号までについては、歳入歳出含めて一括して行います。
初めに、議案第65号の歳入の質疑を行います。質疑があればお願いします。
　質疑はありませんか。７番師岡伸公委員。
○７番（師岡　伸公君）　７ページ、補正で地方交付税がこれだけ増えてるという実績については、非常にすごい数字だなというふうに感じますが、電源立地地域対策交付金、細かい数字かもしれませんけれども、以前加藤副町長も、こういう部分についてやはり地道に交渉して、少しでも増やしていくような形をとっていきたいというお話も、予算のときのお話で伺いましたけれども、今回若干減ってるその要因というか背景、これをちょっとお聞かせいただければありがたいと思います。
○議長（清水　典子君）　企画財政課長。

○企画財政課長（若菜　伸一君）　７番師岡委員のご質問にお答えをさせていただきます。
電源立地の交付金でございますけれども、これは国のルールで交付をされるところでございますけれども、その前段として、発電した電力を東京電力、あるいは関西電力等、第１次の電力の供給事業者に卸したときにのみ、その交付金が交付されるという仕組みでございます。
このたび、東京都交通局におきましては、去る、暮れの都議会におきまして条例改正をいたしまして、平成25年度から東京都交通局で発電をします多摩川第１発電所及び第３発電所、白丸の魚道の脇にあるミニ発電所の３電力施設の電力を、東京電力以外に販売するという条例を可決いたしまして、実際にこの４月に入札を行いまして、エフパワーという新電力に供給先を変えたところでございます。
それに伴いまして、本来ならば私どもに入るはずであった電源立地のこの交付金が、その分が、今のところ国のルールでは新電力は想定をしてなかったということで、対象から外れているものでございます。

ただ、その先の国の流れでございますけれども、東京都の後追いになりますけれども、新電力についても今後、電源立地交付金を交付するという方向に変わってきておりますので、これはまた元に戻るというふうに私どもで今見込んでおります。
以上でございます。
○議長（清水　典子君）　ほかに。４番原島幸次委員。
○４番（原島　幸次君）　大変細かくて申しわけございませんが、８ページの款15財産収入なんですが、古里診療所の関係で41万3,000円賃貸料が減、なおかつ物品の賃貸料が60万6,000円減と、非常に財産収入、厳しい町の財政で減ってくるのは、ここでもったいないかなという。100万円ぐらい減りますので、ちょっと教えていただければありがたいなと思います。

よろしくお願いします。
○議長（清水　典子君）　企画財政課長。
○企画財政課長（若菜　伸一君）　それでは、４番原島委員のご質問にお答えをさせていただきます。
この古里歯科診療所でございますけれども、平成12年から、まず診療所の貸家料のほうでございますけれども、均一でございました。ご利用されてるかどうかわかりませんけれども、非常に老朽化をしてきているということで、内装も手を加えていなかった状態でございまして、それにもかかわらず使用料が均等であるのはいかがなものかということで、先生からご指摘をいただきまして、私どもも公有財産の価格の審議会を町の中で設けておりますけれども、ここで審議した結果、改修を必要最小限にとどめた上で、今の建物のままということでありますので、その分の借家料を下げさせていただいたというのが借家のほうでございます。
また、物品の貸し付けにつきましては、平成５年からこの医療機器を入れてございますが、今のところ大規模な機器の入れかえがないという状況の中で、やはりこれも減価償却の考え方を取り入れますと、非常に当初の価格のままずっと据え置いていただき続けるのはいかがなものかということで、今回、その部分で、非常に今まで６万600円ほどいただいていたものでございますけれども、この部分については、新たに町で備品を入れかえたときにはまた当然いただきますけれども、現備品を使っていただいている間については、使用料をいただくのを減免しようという方針が出ましたので、それに基づいて減額をしているものでございます。
○議長（清水　典子君）　ほかに。
（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第65号の歳入の質疑を終結します。
　次に、議案第65号の歳出の質疑を行います。
　質疑があればお願いします。３番高橋邦男委員。
○３番（高橋　邦男君）　では、18ページの款３民生費、その中の少子化対策事業費のところなんですが、先ほどの説明で100万円、緊急３カ年計画事業負担金ということで、若者出会いの場とか、交流の事業とか、イベントを予定しているということですけども、非常に重要な事業なんで自分も関心を持ってるんですけども、具体的にその計画が進んでると思うんですが、どの程度進んでるのかなという。もっと具体的な話をお願いしたいなと思います。
それと、今日、ご返事はいいんですが、実は議会のほうでも３町村、小菅それから丹波山と、議員のほうでも交流事業ということでお見合いパーティーを年２回やってるんですね。そういう関係もあるので、町のほうの計画と、議会のほうの今やってる行事との兼ね合いも今後検討していかなきゃいけないかなと思うんで、議員のほうにもその辺の説明をやっぱりしてほしいなと。この議会の場じゃなくていいですから、時間をとっていただいて説明をしていただいて、お互いに意見を出し合って協議する必要があるかなと思っています。

ひとつよろしくお願いします。
○議長（清水　典子君）　福祉保健課長。
○福祉保健課長（清水　信行君）　それでは、３番高橋委員の今のご質問にお答え申し上げます。
今の現状の状況でございますが、前回、第１回の定例会の予算要求の際にプロジェクトのお話をさせていただいたと思うんですが、その庁内のプロジェクトで検討中でございます。

具体的には、今回この少子対策事業費で負担金・補助金及び交付金100万円を計上いたしましたが、これは２回ほどイベントを実施しようという予定で、１回50万円程度の予算で計画をしております。

今、高橋委員から３カ町村のお見合いパーティーのお話もございましたが、今回この出会いの場の創出ということで、お見合いという形にこだわらず、男女が出会うような場をつくりたいということで、これからの計画でございますので、スポーツ観戦であるとか、クリスマスパーティーですとか、そういう形で、年齢も余りこだわらず、高年齢の方も参加できる、あるいは１回結婚されて、また結婚に失敗されて、また新たに再婚をされるような心構えがあるような方も含めて、対象にしたいというふうに考えております。

今回、この緊急３カ年の計画を策定するに当たりまして、上位計画であります地域保健福祉計画を策定するに当たりまして、清水議長、酒井委員長にも委員として参画をいただきまして、その中でやはり若者が出会う場をつくり出すということが非常に重要ではないかと。要は町内に独身の男女がかなりいるというお話を伺いまして、それを踏まえてこの緊急３カ年事業を計画したものでございます。委員からのご指摘のとおり、議会の議員の皆様にもご意見をいただきたいというふうに考えておりますので、それにつきましては今後検討させていただきたいと思います。
よろしくお願いいたします。
○議長（清水　典子君）　ほかに。６番村木征一委員。
○６番（村木　征一君）　１点教えていただきたいと思うんですけども、15ページの上段でございます。賦課徴収費の中の工事請負費、さっき滞納整理用の車の車庫の設置というふうに私は伺ったんですけれども、新たに車を買ってそのための車庫をつくるのか、あるいは上のレッカー車の借上料等を含めて、ちょっと詳しく教えていただきたいと思います。
○議長（清水　典子君）　住民課長。

○住民課長（宮田　昭治君）　６番村木委員のご質問にお答えします。
15ページの使用料で４万円、それから、工事請負費で176万円ということで計上しておりますけども、これにつきましては、車の税金を滞納している方、あるいは土地、固定を滞納している、それから、町都民税を滞納しているというような方もいらっしゃいますし、その中で車を、奥多摩というのはほとんど車を使わないと生活できない状況でおりますので、どうしても滞納を、できない人はそれなりの猶予を持って対応しているんですけども、生活上十分支払いができるのに滞納をしてるという方につきましては、やはり強い形でやっていきたいということで、この車庫を保管しなきゃいけないということ、車を車庫に中に保管をしなきゃいけないと。野ざらしはちょっとできないということがございますので、車庫を設置しまして、そこへレッカー車を借り上げしまして、車を運搬しまして、それに納めて、お支払いしていただいたらそれを返却するという形で、一応車庫を２台分ということで計画しております。それで何とか滞納を減らしていきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。
○議長（清水　典子君）　ほかに。４番原島幸次委員。
○４番（原島　幸次君）　１点教えていただきたいんですが、23ページの款06農業振興総務費の関係で、治助芋のパテントも町で大変ご苦労されて取ったわけなんで、非常に治助芋、治助芋とあっちからもこっちからも言われてるんですが、その貯蔵庫をつくるということなんですが、どちらへつくるのか。
　それと今度、治助芋に対して種芋を今後どういう方向性で町で進めていくのか。あるいは広めていくのか。その辺をちょっとお聞かせいただければありがたいなと。せっかくパテントを取ったもんですから。

よろしくお願いします。
○議長（清水　典子君）　観光産業課長。
○観光産業課長（原島　滋隆君）　ただいま、４場原島委員からのご質問にお答えをさせていただきます。
まず、１点目のどこにつくるかということでございますが、こちらにつきましては、海沢の体験農園の管理棟の外側に屋根をつけ、また、保冷庫ですので、電力等の設置も含めてそちらのほうに設置をする予定でございます。

また、今後の治助芋の普及についての方向性ということなんですが、非常に今のところ収穫にばらつきがあるということで、年度によってとれたりとれなかったりというようなことがございます。今年度につきましては、既に収穫が終わっているところでございますが、今年度の収穫量は931キログラムということで、過去最高の収穫量になっております。今後、これを普及するに当たりまして、農業改良普及センター等、専門家を入れた形で、どういう畑でどういうつくり方をしていくのが一番いいのかということ、それから、農業を実際にやられてる方にも一緒に加わっていただくというようなことで、また、空家対策で農業等をやりたい方にも農地が貸せるような方策もあわせて検討していきながら、まずは生産をしていかなければいけないということで、そちらのほうを一番最初にやっていきたいというふうに思っております。

あわせて、今後それらの食べ方、それから、販売の方法についても検討を進めていきまして、少しお時間をいただくことになると思いますが、着実にやっていきたいというふうに思っております。
以上でございます。

○議長（清水　典子君）　ほかに。２番宮野　亨委員。
○２番（宮野　亨君）　26ページの商工費のところで、観光施設整備事業費の中の観光案内板の設置工事のところで、どのくらいの看板、大きさで、どのくらいのものかちょっと詳しく教えていただければと思いまして。

よろしくお願いします。
○議長（清水　典子君）　観光産業課長。
○観光産業課長（原島　滋隆君）　２番宮野委員のご質問にお答えをさせていただきます。
観光案内看板につきましては、川井の丹縄、それから、梅沢に今ございます、歓迎塔という大きい看板があるかと思います。あれの建てかえを現在考えておりまして、高さ４メートルのもの、こちらに四季それぞれに色合いを変えた形で歓迎の看板を、時期ごとに入れかえながら設置したものに変えて、四季がわかるようにしていくというような形のものをやらせていただきたいというふうに考えております。
以上です。
○議長（清水　典子君）　12番前田悦男委員。
○12番（前田　悦男君）　28ページ、空家活用訪問調査委託料なんですが、空家の活用というのは非常にいろんな問題がありまして、活用するにはなかなか難しいかと思います。今の状況と、特に第三セクターのほうに奥多摩総合開発の部門に調査を依頼したりしてると思うんですが、この現況と、今後の目標というんですか、それをお知らせいただきたいと思います。
○議長（清水　典子君）　地域整備課長。

○地域整備課長（川村　文雄君）　それでは、12番前田委員のご質問にお答えさせていただきます。
現在、空家につきましては、過去２カ年にわたりまして、全町に各自治会のご協力をいただきまして調査をさせていただいたところでございますが、空家は確かにあるんですが、それを再利用しようという希望を持ってる方がなかなかいらっしゃらないのが現実でございまして、現状としましては、その空家を再利用してもいいという方のご協力をいただきまして、15件ほど、今インターネットのホームページを通じたり、あるいは広報を通じてＰＲしているところでございますが、何分にも今、全国的に空家を再利用して農業をやったり、今住んでるところと違うところの環境で生活したいという方が非常に多くて、全国的には空家の利用ということで、防犯の面も含めまして活用ということでございますが、この今回の予算につきましては、この過去２年間実施させていただきました調査に基づきまして、さらに使えそうな家と言っては大変失礼なんですけど、利用を持って価値のあるというところを再調査させていただいて、少しでも多くの再利用、あるいは防犯の観点からも再調査をしていただいて、個々に訪問させていただきまして、少しでも多くの情報の提供ができればと考えているところでございます。
また、ホームページで対応させていただいて、空家の利用について登録をしていただいた方に情報を提供して、今利用させていただいていますが、ほぼ提供する在庫がないような状態のほど、奥多摩というネームもあるのかどうかわかりませんが、売れている状況でございます。ですから、少しでも多くの方のご協力をいただけるようにということで、再調査ということで今考えているところでございます。

以上でございます。
○議長（清水　典子君）　ほかに。９番須崎　眞委員。
○９番（須崎　眞君）　15ページなんですけど、総務費ですけど、委託料で不動産鑑定評価業務委託料なんですけど、何カ所ぐらいやるのか、また、場所等、差し支えなかったら教えていただきたいと思います。
○議長（清水　典子君）　住民課長。
○住民課長（宮田　昭治君）　９番須崎委員のご質問にお答えいたします。
15ページの委託料の中の不動産鑑定業務評価ですけども、これは平成26年度の固定資産の価格を決めるための評価ということで、町内、ちょっと数字があるんですけれども、各自治体に大体２カ所から３カ所ぐらいの基準地を決めておりまして、その基準地に基づいて評価をする予定でおります。その評価された価格に基づいて、町の固定資産税の価格を決定していくというふうな形になります。細かい数字についてはちょっと今手元にないものですから、また後ほどご説明したいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。
○議長（清水　典子君）　ほかに。７番師岡伸公委員。
○７番（師岡　伸公君）　34ページをお願いいたします。教育費の中で総合運動場維持管理費、ここで２つ質問、それから、１つは感想でございます。

１つ目は、これは当初予算でお聞きすべき内容かと思いますが、ちょっとご容赦いただきたいんですが、その当初予算でも委託管理費を350万円前後とっておりまして、登計原の整備をお願いしているところだと思うんですが、先日の日曜日にちょっと野球でお邪魔したときに、春は外野の芝生に高く雑草が生えていて、もう遠くからでも雑草が生えてしまったんだなというのがわかりましたけれども、シルバーさんの方々が多分一生懸命やったんだと思いますが、先日の日曜日は視界には全くそういうものがなくて、非常にきれいに整備されてました。あれだけの施設を使う側にとっては非常にありがたいとは思うんですけれども、年間でこの委託料管理の中で、どういうスパンで芝刈りや土の空気入れや、いろんな形でやらないとあれは維持できないと思うんですけれども、その辺の年間の作業内容がもしわかれば、ちょっと教えていただきたいというふうに思います。それが１点です。
それから、もう１点については、先ほど光熱費のときで100万円という数字が出てきましたけども、長くこれから使わせてもらう施設でありますので、高台でなかなか難しいお話かと思いますが、その注水利用ですとか雨水利用ですとか、今後そういうふうなことを考えていく必要があるのかどうか。その辺が２つ目でございます。

それから、あと１つ感想なんですけれども、この間野球をやってるときに審判部の方と雑談の中で、本当にきれいになったねと。ただ、いわゆるダイヤモンド以外のフィールドのところはやっぱり雑草が少し生えてたりして、一緒に草取りをしたんですけれども、野球の試合をやってて攻守交代のときにみんなが１本ずつ取れば、攻守交代で18本、５回から７回やれば100本ぐらい取れるねと。これを４試合やれば１日400本になるんだねというふうな話もしまして、確かに登録団体は無料で使わせてもらってますので、使用料その他のところがないんですけど、使わせてもらう人間がそういうふうな気持ちでやってくことが私は必要なんじゃないかと、その野球部の方ともお話ししまして。

今後強制ではないにしても、私たちがそういう考えでやっぱりやるような機運を、やっぱり私はつくっていったらいいのかなと思うんですね。役場の野球部員の方も若い方がやっぱり非常に多くなって、強くなってますね。そういうふうな形で、そういう方々にも率先してそういうふうな、例えば行動とか雰囲気をつくり出してもらったらありがたいなというのが感想でございます。
以上、２点質問のほうよろしくお願いいたします。
○議長（清水　典子君）　教育課長。
○教育課長（守屋　吉彦君）　７番師岡委員の質問にお答えさせていただきます。
まず、委託料につきましては、シルバー人材センターの方に常時１名という形でお願いをしております。業務内容としましては、施設の管理、使用者への鍵渡しですとか、今ありました草取り等も含めてという形になります。

若干この夏、利用者の方に使用時間等で行き違いがあってご迷惑をおかけしたということもありましたので、その辺はシルバー人材センターのほうを通して徹底をしているところです。

水道料の100万円につきましては、芝生化の初年度ということがありまして、今回も６月の段階で根づかない部分、特にセンターの外野からレフトにかけてありましたので、こちらにつきましては工事を施工しました日本体育設備のほうの補償という形で、６月に張りかえをしております。初年度ということがありまして、根づくまでの間の水まきが非常に重要になるということで、７月以降、朝の５時から自動設定で、15カ所ありますスプリンクラーが自動で水まきをするという設定をしておりました。約１時間半かかりますので、相当な、今までの水の使用料の10倍ぐらい使ってたということです。空梅雨という影響もありまして、温度が30度を超えますと、日中でも手動で水まきを行っていたということがありますので、これはもう少したてば、今はもう昼間だけの設定になっておりますし、次年度以降はもう少し使用料については減らせるかなというふうに考えております。
委員からありました雨水利用等ですね、その辺も可能性については調べていきたいというふうに思っております。

それから、感想の中でありました使用者がみんなで草取りをするという、このことにつきまして大変すばらしいことだと思いますので、登計原の登録団体等にその辺のお願いもしていきたいというふうに思っております。
○議長（清水　典子君）　はい、ほかに。５番杉村良一委員。
○５番（杉村　良一君）　33ページの中間にございます、生涯学習講演会事業の負担ということですけれども、これに直接関係ないんですけども、町として生涯学習事業というのはどういうような形、活動をされてるのか。今現在、あるいは今後どのような形でこういう生涯学習に関して事業として展開、計画は何かあるのか。新たな、ちょっとそこら辺の計画がございましたら、お聞かせ願いたいと思います。
○議長（清水　典子君）　教育課長。
○教育課長（守屋　吉彦君）　こちら、33ページに載っておりますものにつきましては、今年は今週の土曜日に予定していますＰＴＡ連絡協議会と、町の共催という形で実施をします生涯学習の講演会事業への負担金という形になります。

町では、これ以外にも文化団体連盟のチャレンジ事業等、さまざまな講師を活用した形の生涯学習事業は行っております。

それ以外にも、英会話教室、英語、中国語、親子を含めて実施をしているところです。

今後も住民の方のいわゆる要望といいますか、希望を調査しまして、必要な事業を展開していきたいというふうに考えております。
○議長（清水　典子君）　ほかに。１番石田芳英委員。
○１番（石田　芳英君）　30ページの教育指導費のところの19負担金のところですけども、今回、新しく追加で古里中学校が言語能力向上推進事業ということで60万円、古里小学校がスポーツ教育推進校事業補助金ということで50万円が増額になったということでございますけれど、これは指定されるとどのような点が強調されるか、わかる範囲で結構ですけれども、ちょっと教えていただければと思います。
○議長（清水　典子君）　教育課長。
○教育課長（守屋　吉彦君）　１番石田委員の質問にお答えいたします。まず、言語能力推進事業委託金につきましては、平成23年度に完全実施されました新学習指導要領の実施に伴いまして、各学校において国語科を始めとする全ての教科等で記録、説明、批評、論述、討論などの言語活動を行い、言語能力を育むことが求められているということで、特にその取り組みの内容といたしましては、読書活動というものが必修授業になります。あと、書くことに関する学習活動も必修授業ということになります。
これ以外に、専門家を招聘した教員研修ですとか、児童・生徒を対象の事業等が取り組みの内容となりますが、具体的には俳句教室の講師、それから、落語教室、研究授業、図書の購入、マインドマップ等が対象事業となります。

事業費としましては、各校60万円ということですが、こちらにつきましてその各種講師の謝礼ですとか、図書の購入費、それから、研究報告書の印刷費等が全て対象になります。

スポーツ教育推進事業のほうにつきましては、児童・生徒の体力が低下傾向にあるという中で、児童・生徒の体力、運動能力に関する具体的な向上の目標を定めて、各地域や学校の実態に合った特色ある体力向上のための事業を展開するというものに対して、各校50万円の補助金が出る形になっております。

こちらの活動内容につきましては、縄跳びですとか、ランニング、トレーニング等、あと、東京都の中で特に課題となっています持久力の向上に取り組むことがその内容となっております。

こちらの50万円の補助金につきましては、基本的には講師謝礼ですとか備品購入費には使えないということで、対象としましては消耗品という形になっております。具体的には、各種サッカーボールですとか、ドッチボールですとか、そういったボール関係ですとか、縄跳び、マット、あとストップウオッチですとか、ハードル等も対象になっているということで、こちらの体育用品をそろえているということでございます。
○議長（清水　典子君）　ほかに。３番高橋邦男委員。
○３番（高橋　邦男君）　続いて、教育費で、重なっちゃって非常に申しわけないんですけど、33ページ。
要望ということでお願いしたいんですが、水と緑のふれあい館運営事業費のところなんですけど、先日ちょっと用事があって、ちょうど雨が降ってるときにふれあい館に行ったんですが、玄関前がちょうどタイル張りなんですかね。非常に滑りやすくなってて、来てた方が何名か滑ってるのを見たんです。やはりこの前のオリンピックのプレゼンテーターじゃないですけど、やっぱりおもてなしということで、お客さんにその辺の細かい部分も、できればこの補正予算で組めれば組んでほしいなと。組めない場合には来年度でも結構なんですけど、お願いしたいなというふうに思います。
以上です。
○議長（清水　典子君）　教育課長。
○教育課長（守屋　吉彦君）　３番高橋委員からご提言のありましたことにつきまして、現在の予算の中で対応できるという形であれば、至急対応したいというふうに考えております。また、東京都との共同施設ということもありますので、そちらとも協議の上という形になりますので、予算の許す中のところでやりたいと思いますので、お願いいたします。
○議長（清水　典子君）　ほかに。
（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第65号の歳出の質疑並びに全ての質疑を終結します。よって、これより採決します。

日程第３　議案第65号について、原案に賛成の委員は起立願います。
（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第65号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

次に、議案第66号の質疑を行います。質疑があればお願いします。質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第66号の質疑を終結します。よって、これより採決します。
日程第４　議案第58号について、原案に賛成の委員は起立願います。
（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第66号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

次に、議案第67号の質疑を行います。質疑があればお願いします。
（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第67号の質疑を終結します。よって、これより採決します。
日程第５　議案第67号について、原案に賛成の委員は起立願います。
（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第67号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

次に、議案第68号の質疑を行います。質疑があればお願いします。
（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第68号の質疑を終結します。よって、これより採決します。
日程第６　議案第68号について、原案に賛成の委員は起立願います。
（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第68号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

次に、議案第69号の質疑を行います。質疑があればお願いします。
（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第69号の質疑を終結します。よって、これより採決します。

日程第７　議案第69号について、原案に賛成の委員は起立願います。
（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第69号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

次に、議案第70号の質疑を行います。質疑があればお願いします。
（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第70号の質疑を終結します。よって、これより採決します。

日程第８　議案第70号について、原案に賛成の委員は起立願います。
（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第70号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

次に、議案第71号の質疑を行います。質疑があればお願いします。
（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第71号の質疑を終結します。よって、これより採決します。
日程第９　議案第71号について原案に賛成の委員は起立願います。
（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第72号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。
以上で本日の日程は全て終了しました。
これをもって連合審査会を閉会とします。長時間ご苦労さまでした。
午前11時59分　閉議・閉会
　地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。
　　　　　　　　奥多摩町議会議長
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